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柑橘系フラボノイドであるヘスペリジンはエストロゲン欠乏による骨量減少を回
復させる
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【目的】これまでの研究でヘスヘﾟリシﾞン(Hes)が卵巣摘出および精巣摘出マウス
において骨量減少を抑制効果について評価している。本研究では卵巣摘出後、減
少した骨量に対する回復効果について検討した。  
【方法】8週齢 ddY♀マウス 88匹にShamまたはOVX術を施し、12週齢までAIN93G
食を基本とした正常食で飼育を行い、骨量を減少させた。その後、OVX群を無作
為に分け、正常食(N)群、OVX+0.5% Hes摂取(H)群、OVX+0.7%α-クﾞルコシルヘス
ヘﾟリシﾞン摂取(αG)群、OVX+10mg/kg/d simvastatin 摂取(St)群の計 5 群に分け、4
週間(16週齢)または 8週間(20週齢)摂取させた。飼育終了後、大腿骨 BMD、Ca, Mg
含量、骨代謝マｰカｰ(オステオカルシン;OC および I 型コラｰケﾞンテロヘﾟフﾟチ
トﾞ;ICTP)を測定し、大腿骨遠位海綿骨の骨形態計測も行った。  
【結果】(1)αG-Hesおよび St投与は子宮に影響することなく、大腿骨 BMDおよび
Ca濃度を正常化した。特に αG 群は 16週齢と早い段階で骨量減少回復効果がみら
れた。(2)OCおよび ICTPは OVXによって増加した。OCは 16週齢で αG 投与に
よりその増加は抑制され、20週齢で Hesおよび St投与により Sham群レヘﾞルまで
回復した。(3)形態計測について、骨量は OVX により著しく減少したが、この減少
は16週齢で αG-Hes投与により抑制された。骨梁間距離はOVXにより増加したが、
Hes 投与により有意に低値を示した。破骨細胞数は OVX により著しく増加したが、
Hes 投与により、いずれの週齢においても有意に増加を抑制した。  
【考察】卵巣摘出によっていったん低下した骨量に対し、αG-Hesの投与群は早い
段階で骨量減少回復効果を示したことから、αG-Hesは通常の Hesに比べ速やかに
吸収され効果を発揮する可能性が示唆された。 


